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平成 22 年 3 月 30 日 
DOWA ホールディングス株式会社 

 
 

業績予想の修正についての補足説明 
 

  当社（東京都千代田区外神田 4 丁目 14 番１号、資本金 364 億円、社長：山田 政雄）は、 近の事業

環境や需要の動向を踏まえ、平成 21 年 10 月 15 日に公表した、平成 22 年 3 月期 通期（平成 21 年 4
月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正致します。 
 

記 
 
1. 通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当初計画(A)(5/11 公表) 240,000 5,000 3,000 1,000
 前回予想(B)(10/15 公表) 278,000 11,000 10,000 5,000

今回修正（C） 304,000 13,500 13,000 5,000
増減額（C-B） 26,000 2,500 3,000 －

増減率 +9.4% +22.7% +30.0% －

(参考)前期実績 
（平成 21 年 3 月期） 346,885 △8,497 △13,350 △28,138

 

為替レート及び金属価格 

 上期実績 
前回予想 
下期前提 

下期見込 

為替（円／US$） 95.5 95.0 90.0
銅 LME（$／t） 5,260 5,500 6,900
亜鉛 LME（$／t） 1,617 1,500 2,250

 
前年度半ばに米国から始まった世界規模での景気後退は当社にも深刻な影響を及ぼしました。 
このような経営環境の悪化に対応し、安定的に利益を確保できる強い体質の構築に向けてコスト削

減を推進し、また、金属価格や為替相場の変動による減益リスク回避策を講じるなどの構造改革を実

施して参りました。 

今期は、上期に回復に転じてきた自動車・IT 向けの需要が 10 月以降も堅調に推移し、併せて金属

価格も当社の想定を上回って推移していることにより、電子材料部門、金属加工部門、製錬部門で予

想を上回る見込みとなりました。 
以上により、昨年 10 月 15 日に公表致しました前回予想に比べ、売上高は 260 億円増収の 3,040 億

円、営業利益は 25 億円増益の 135 億円、経常利益は 30 億円増益の 130 億円となる見込みです。 
一方、固定資産の減損処理等、体質強化策推進による特別損失を予定しているため、当期純利益は

前回予想とおりの 50 億円となる見込みです。 
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2. セグメント別業績予想（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
                                                             単位：億円 

前回予想 今回修正       増       減 
 

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

環境・リサイクル 620 20 18 640 21 20 20 1 2
製         錬 1,350 21 20 1,550 28 32 200 7 12
電  子  材  料 440 36 36 500 47 47  60 11 11
金  属  加  工 540 27 32 600 36 41 60 9 9
熱    処    理 140 7 7 130 2 1 △10 △5 △6
消  去  ほ  か △310 △1 △13 △380 1 △11 △70 2 2
   合    計 2,780 110 100 3,040 135 130 260 25 30

 

前回予想との比較で、環境・リサイクル部門は、貴金属の回収や家電リサイクル事業等が堅調に推移

していること等から、売上高は 20 億円増収の 640 億円、営業利益は 1 億円増益の 21 億円となる見込み

です。 
製錬部門は、金属価格が当社の予想を上回り高水準で推移したことにより、売上高は 200 億円増収の

1,550 億円、営業利益は 7 億円増益の 28 億円となる見込みです。 
電子材料部門は、半導体事業が堅調に推移していること、またメタル粉・キャリア粉等が当社の予想

を上回る販売量となったこと等により、売上高は 60 億円増収の 500 億円、営業利益は 11 億円増益の

47 億円となる見込みです。 
金属加工部門は、伸銅品や貴金属めっきの販売量が増加したこと等により、売上高は 60 億円増収の

600 億円、営業利益は 9 億円増益の 36 億円となる見込みです。 
熱処理部門は、自動車業界は回復基調にあるものの、当社の受注増加までには至っていないこと、ま

た、企業の設備投資もいまだ回復基調に乗ってきてないこと等から売上高は 10 億円減収の 130 億円、

営業利益は 5 億円減益の 2 億円となる見込みです。 
 

以  上 


